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ＮＲＫ Ｗｅｂ

「老齢給付金の請求書作成手続き」のご案内

「老齢給付金の請求書作成手続き」の概要

「老齢給付金の請求書作成手続き」とは

このサービスは、老齢給付金の請求書類を作成するためのものであり、
Ｗｅｂ上で老齢給付金の請求手続が完結するものではありません。

「老齢給付金の請求書作成手続き」ご利用のメリット

お客さまご自身で『老齢給付金のご請求に必要な書類』をＷｅｂで作成できるサービスです。

「印鑑登録証明書」の提出が不要になります。

Ｗｅｂで請求書類の
作成に必要な情報を
入力します

請求書類が作成され
お客さまのお手元に
郵送で届きます

請求書類の内容を確認
し押印の上､ＮＲＫ(※)

あてに返送します

給付金
お受取

このサービスをご利用いただくと、請求書類を取り寄せてご自身で記入する場合に比べて、
次のようなメリットがあります。

■お手続の流れ

請求書類を取り寄せてご自身で記入する場合に、本人確認書類として必ずご提出いただく
「印鑑登録証明書」が不要となります。代わりに「運転免許証・パスポート・写真付住民
基本台帳カード」のいずれかのコピーを提出いただくことでお手続いただけます。

◆ 発行に手数料がかかる「印鑑登録証明書」は不要となります。

「退職所得申告書」の作成が簡単になります。

源泉徴収票の内容を画面の指示どおりに入力するだけで、「退職所得申告書」が作成でき
ます。

◆ 「退職所得申告書」の作成に必要な複雑な計算等は不要となります。

マイナンバー（個人番号）のお申出および確認書類のご提出について

「老齢給付金の請求書作成手続き」をご利用いただくためには、マイナンバー（個人番号）
のお申出（画面への入力）とマイナンバー確認書類のご提出が必須となります。

※マイナンバーをお申出いただけない場合やマイナンバーが不明な場合は、ご利用いた
だくことはできません。

この資料では、ＮＲＫ Ｗｅｂの「老齢給付金の請求書作成手続き」の
ご利用方法等についてご案内いたします。

１

１

２

２

（※）ＮＲＫとは、日本レコード・キーピング・ネットワーク株式会社の略称です。
ＮＲＫは、確定拠出年金の記録関連業務を行う運営管理機関です。

ｉＤｅＣｏ



「老齢給付金の請求書作成手続き」をご利用になれない方

□ 請求書類作成時に国内に住所を有しない方（非居住者）

□ 過去、非居住者期間中に、他の退職手当金等の支払を受けたことがある方

□ ｢請求書作成手続き｣を行う年の１月１日に生活扶助を受けている方

□ 障害給付金の受給要件(高度障害)には該当しないが、障害をお持ちの方

□ 既に受け取った退職手当があるが、『退職所得の源泉徴収票・特別源泉徴収票』(※１）を提出できない方

□ 代理人による請求をされる方

□ ７０歳到達月(誕生日前日の属する月)の２か月前を過ぎた方

□ 特定役員退職手当等を受給された方（※２）

※１ 当年および前年以前１４年以内の『退職所得の源泉徴収票・特別源泉徴収票』をすべてご提出いただく必要
があります。紛失等によりすべてをご提出いただけない場合は、このサービスをご利用になれません。

※２ 役員としての勤続年数が５年以下である方が、その勤続年数に応じた退職手当等の支払を受けるもの。
（勤続年数に１年未満の端数がある場合はその端数を１年に切り上げます。）

次のいずれかに該当する方はこのサービスをご利用になれません。

「老齢給付金の請求書作成手続き」ご利用にあたってのご留意事項

 請求書類のご提出から老齢給付金のお受取まで２か月程度かかりますので、あらかじめ
ご了承ください。（※）

｢請求書作成
手続き｣での
手続完了

給付金
お受取

請求書類の
ご提出

(NRKあてご返送)

請求書類が
郵送で

お手元に到着

１週間～１０日 ２か月程度

３

４

この間ＮＲＫにおいて
請求書類や受給要件等
の確認、資産の売却等
給付金のお支払いに必
要な手続を行います

「老齢給付金の請求書作成手続き」に関するお問い合わせ先５

お手続・操作方法等に関するお問い合わせは、以下のNRK給付コールセンターをご利用
ください。

ＮＲＫ給付コールセンター ０１２０-４０１-３９２（無料）

平日（月～金） ９：００～２０：００ （土日・祝日・年末年始等は休業させていただきます。）

（※） 老齢給付金を一括（一時金）でお受け取りになる場合。

 このサービスは、原則、２４時間ご利用いただけます。ただし、システムメンテナンス
時間中および毎週日曜日の深夜・早朝（2:00～8:00）はサービスを停止いたします。

三井住友海上 加入者専用コールセンター

０１２０-４０１-８４１（無料）

平日（月～金） ９：００～２０：００
土日 ９：００～１７：００

（祝日・振替休日、年末年始等は休業させていただきます。）

※このサービスをご利用になれない方は、請求書類
をお取り寄せいただき、ご自身でご記入いただく
必要があります。お手数ですが、三井住友海上の
加入者専用コールセンター（右記）までご連絡の
上、請求書類をお取り寄せください。



番号ごとに表示されている画面上のグレーのボ
タンをクリックし、進んでください｡

お手続が終わるとこの画面に戻ります。番号順
に次のお手続のボタンをクリックしてください｡

各お手続のページには､
画面の左側にお手続の
流れがわかるガイドが
表示されます。

お手続の進捗状況の確
認等にご活用ください｡

『ＮＲＫ Ｗｅｂ』にログインします。
ログイン画面で「ユーザーＩＤ」と

「暗証番号」を入れ、[ログイン]を
クリックしてください。

１

基本的な操作方法

「老齢給付金の請求書作成手続き」の利用手順

メインメニューから「老齢給付金の請求書作成
手続き」をクリックしてください。

２

２

請求書類作成手続きの手順を確認してください｡

から まで、番号の順にお手続を進めて

ください。

※順序に沿わない場合は、次の画面に進むこと
ができません。

４

[ご利用案内]をクリックすると、より詳しい
操作方法等をご確認いただけます。

１. ５.

３



【例】 「請求書類作成手続きのご説明」画面

[動画を見る]をクリックすると、老齢給付金
のお受け取りについての詳しいご説明を動画
でご覧いただけます。

a

b

a

b

４

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）

ご参考

ご登録情報は、『請求書類作成手続きトップ
メニュー』の『 請求書類の作成』より作成
指示を出された日から１年間保存されます。

なお、情報の入力が必要となる各手順（※）に
ついては、確認画面を表示した時点で情報が
保存されますので、途中で入力を中断される
場合はご注意ください。

また、入力途中で画面を放置すると、６０分
で自動的にログアウトされます。

（※） 基本情報のご登録

税金に関するお手続き

年金受取計画の作成

ｃ

ｃ

３

 老齢給付金の受給権を取得すると、メインメニューに「老齢給付金
の請求書作成手続き」ボタン が表示されます。ただし、掛金の
入金処理や移換に伴う処理が完了していない等の理由により、すぐ
にはご利用できない場合があります。

１

２

２.

３.

４.

５.



１

２

１ [説明画面へ ＞]をクリックしてください。

２

｢ご利用になる前にお読みください｣の各項目
を確認してください。内容を確認後、画面下
の[次へ ＞]をクリックしてください。

「 請求書類作成手続きのご説明」の操作方法

１

１.

２

Ｗｅｂによる請求書類作成から老齢給付金受
取までの流れを確認してください。内容を確
認後、画面下の［次へ ＞]をクリックしてく
ださい。

３

３

個人情報の取り扱いに関する説明をご確認の
上、[同意する]または[同意しない]のいずれ
かをクリックしてください。

４

４

 画面中央に表示されている＜ご同意いただく事項＞と
＜ご説明事項＞を最後までお読みください。

 『個人情報の取り扱いについて』の内容にご同意いただ
けない場合は、このサービスをご利用になれません。

 [同意しない］を選択するとメインメニューに戻ります。

[同意する]をクリックするとトップメニュー
に戻ります。

次の手順「 基本情報のご登録」に進んで
ください。

２.

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）

70歳のお誕生日 70歳到達月 ｢請求書作成手続き｣
のご利用期限

2020年10月20日 2020年10月 2020年7月31日
23：59まで

2020年10月 1日 2020年 9月 2020年6月30日
23:59まで

 まもなく70歳を迎えられる方はご注意ください。
このお手続は、『70歳到達月（お誕生日の前日が属す
る月）の３か月前の末日まで』がご利用期限となります。

【例】 以下の例でご確認ください。

 老齢給付金を一括（一時金）でお受け取りになる
場合は、請求書類をＮＲＫにご提出いただいてから
お支払いまで２か月程度かかります。
この間、ＮＲＫでの手続のほか、国民年金基金連合
会において記録の確認等の手続を行います。



マイナンバー(個人番号)12桁をご入力の上、
画面下の[次へ ＞]をクリックしてください。

３

「 基本情報のご登録」の操作方法２.

１ [入力画面へ ＞]をクリックしてください。

２

現在のご登録内容（氏名・住所・生年月日・
電話番号）をご確認の上、画面下の[次へ ＞]
をクリックしてください。

１

２

３

このサービスを利用して作成する請求書類と
一緒にご提出いただく必要書類をご確認の上､
画面下の[次へ ＞]をクリックしてください。

５

５

 選択された老齢給付金のお受取方法により必要書類
が異なりますので、必ずご確認ください。

次ページへつづく

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）

ご住所、電話番号の変更手続に進むと、この手続は終了
し、住所変更の手続画面（基本情報照会）が開きます。
変更内容の反映までに１～２日かかり、その間、この手続
はご利用になれませんので、あらかじめご了承ください。

※

 この「手続き」で作成した請求書類のご送付先となりま
すので、誤りや変更等がないか必ずご確認ください。

 ご住所、電話番号の変更をご希望の場合は、画面に
ある［変更する］ボタン(※)からお手続いただけます。

老齢給付金のお受取方法を選択し、画面下の
[次へ ＞]をクリックしてください。
お受取方法の選択にあたっては、お受取方法

（ ）とお受取方法ごとの手数料（ ）を
ご確認ください

４

a b

a

b

４

■老齢給付金のお受取方法は、次のいずれかから
ご選択いただけます。

①一時金 年金資産を「一括」で受け取る。

②年金 年金資産を「分割」で受け取る。

③一時金＋年金
（併給）

年金資産を「一部を一括、残りを
分割」で受け取る。



「 税金に関するお手続き」の操作方法３.

６ 「お客様情報（現在の状況）」に関する質問
にご回答の上、画面下の[次へ ＞]をクリッ
クしてください。

７

老齢給付金のお振込先の金融機関情報を入力
し、画面下の［次へ ＞]をクリックしてくだ
さい。

７

a

b

６

 質問には、「はい」または「いいえ」のいずれかで回答して
ください。

※ご回答に「いいえ」が１つでもある場合、このサービス
はご利用いただけません。

振込先がゆうちょ銀行以外の場合
→左側の[金融機関口座振込]を選択し、

入力を進めてください。

振込先がゆうちょ銀行の場合
→右側の[郵便局(ゆうちょ銀行)振込]を

選択し、入力を進めてください。



 金融機関の選択は、入力誤りを防止するため、
[金融機関選択]ボタンをクリックし、金融機関名
・支店名の各検索画面から行ってください。

※検索の結果、表示されない金融機関はご指定
いただけません。

ここまでの入力内容が表示されます。内容を
ご確認の上、画面下の［ＯＫ ＞]をクリック
してください。

８

８

・[ＯＫ ＞］をクリックすると、｢老齢給付金の請求
書作成手続き」のトップメニューに戻ります。

■「税金に関するお手続き」は、老齢給付金のお受取方法のうち、「一時金」または「一時金＋年金
（併給）」をご選択された場合に必要となるお手続です。

■お受取方法として、「年金」をご選択された場合は「 年金受取計画の作成」に進んでください。

老齢給付金のお受取方法 次のお手続

一時金 年金資産を「一括」で受け取る。 「 税金に関するお手続き」

年 金 年金資産を「分割」で受け取る。 「 年金受取計画の作成」

一時金＋年金
（併給）

年金資産を「一部を一括、残りを
分割」で受け取る。

「 税金に関するお手続き」

３.

３.

４.

４.

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）



[申告書を提出しない ＞]を選択すると、源泉徴収
を行う旨の確認メッセージが表示されます。

[ＯＫ]をクリックするとトップメニューに戻ります
ので、次の手順に進んでください。

３

１ [入力画面へ ＞]をクリックしてください。

２

税金に関するお手続として『退職所得の受給
に関する申告書』を作成します。同申告書の
提出有無により課税方法が異なるため、画面
の説明をお読みいただき、［申告書を提出す
る ＞］［申告書を提出しない ＞］のいずれ
かを選択してください。

１

２

『退職所得の受給に関する申告書』について
老齢給付金を一時金（併給を含みます）でお受け取り
になる場合で、退職所得控除の適用を受けるためには、
この申告書のご提出が必要です。
※ご提出されない場合は、20.42%の源泉徴収の対象

となります。税金の還付を受けるためには、ご自身で確
定申告のお手続が必要となります。

a

b

次ページへつづく

これまでにお受け取り済みの退職手当（退職
金等）の有無（ ）、有りの場合の「退職
所得の源泉徴収票」の枚数（ ）をご選択
の上、画面下の[ 次へ ＞]をクリックしてく
ださい。

a

b

ここに表示された年以降、現在までにお受け取りになら
れた退職手当(退職金等)についてご回答ください。

※

※

｢退職所得の源泉徴収票｣の内容を画面に入力
してください。前のページで選択された枚数
分の入力欄が表示されます。ご入力後、画面
下の[次へ ＞]をクリックしてください。

４

４お手元に「退職所得の源泉徴収票」をご用意の上、「退職所得の
源泉徴収票」に記載されているとおりに入力してください。
■[支払を受けた年月日]欄
実際に支払いを受けた年月日を入力してください。入力時点未入
金（入金予定有り）で、入金予定分の「退職所得の源泉徴収
票」がお手元にある場合は、入金予定年月日を入力してください。

■[支払者]欄
「退職所得の源泉徴収票」に記載の支払者所在地／名称等を
入力可能文字数の範囲で入力してください。
>支払者住所・所在地 ：２５文字まで
>支払者氏名・名称：１２文字まで

※すべて入力できない場合は、入力できるところまで入力してくだ
さい。
「㈱」、「㈲｣等の文字は使用できません。全角で「（株）」、
「（有）」または省略せずに「株式会社」、「有限会社」と入力
してください。

［ここまで保存］ボタンをクリック
すると、入力途中での一時保存
ができます。



※「確定拠出年金制度における勤続期間」は、
原則として、掛金を拠出した(積み立てた)
期間となります。
他の確定拠出年金や企業年金制度等からの
資産の移換がある場合は、移換元の制度に
おける対象期間が合算されます。

５ 「１月１日時点のご住所」をご入力の上、画
面下の[次へ ＞]をクリックしてください。

｢確定拠出年金制度における勤続期間｣(※）に
ついて確認してください。

６

５

 本年または翌年１月１日時点のご住所（※）を番地ま
で正確に入力してください。

※老齢給付金の支払日が属する年（「課税年」といい
ます。）の 『１月１日時点の住所』となります。
原則として、老齢給付金は、この請求書の作成手続
きが１０月末までに完了した場合は「本年中の支払
い」、１１月以降に完了した場合は「翌年の支払い」
となります。

 １月１日時点で海外に居住している場合は「入力欄
の上にある「本年（翌年）１月１日時点で、海外に
居住している方はこちらにチェックを入れてください。」に
チェックを入れてください。
→ チェックを入れると[郵便番号]・[住所漢字]欄は入力

不可となるため、[住所カナ]欄のみ入力してください。

ここまでのご選択・ご入力内容に基づいて作
成された「退職所得の受給に関する申告書」
のイメージが表示されます。内容をご確認の
上、画面下の [ＯＫ ＞]をクリックしてくだ
さい。

７

７

a

b

画面上に勤続期間が表示されている場合
→ 表示されている内容をご確認の上、画面

下の[次へ＞]をクリックしてください。

a

画面上に勤続期間が表示されていない場合
→ 勤続期間の起算日と最終日をプルダウン

からご入力の上、画面下の[ 次へ ＞]を
クリックしてください。

b

[ＯＫ ＞］をクリックすると、トップメニューに
戻ります。

■老齢給付金のお受取方法のうち「一時金」を
ご選択された方

この後のお手続について ＞＞＞

５.「 請求書類の作成」に進んでください

■老齢給付金のお受取方法のうち「年金」または
「一時金＋年金（併給）」をご選択された方

４.「 年金受取計画の作成」に進んでください

 表示されている勤続期間に相違がある場合や勤続期
間の入力に関するご不明点等がある場合は、ＮＲＫ
給付コールセンター（0120-401-392）までお問い
合わせください。



２ ｢年金｣でお受け取りになる際の期間（ ）､
回数（ ）、方法（ ）をご選択の上、
画面下の[次へ ＞]をクリックしてください。

保有されている商品ごとに｢年金｣と｢一時金｣
の受取割合を指定(プルダウンから選択)して
ください。すべての商品について、受取割合
の指定を完了したら、画面下の[ 次へ ＞]を
クリックしてください。

３

３

「 年金受取計画の作成」の操作方法４.

※このお手続は、老齢給付金のお受取方法のうち「年金」または「一時金＋年金（併給）」をご選択された
場合に必要となります。（「一時金」でのお受け取りをご選択されている場合は不要です。）

１ [入力画面へ ＞]をクリックしてください。

１

a

b

a

b

ｃ

ｃ



 ご選択いただけるお受け取りの期間、回数、方法はご加
入のプラン（年金規約）ごとに異なる場合があります。
いずれもプランごとに定められた条件の範囲内で選択して
ください。

※ご加入のプランの年金規約の内容は、画面上部にある
[ご加入プランの年金規約]ボタンをクリックするとご確認
いただけます。
また、現在の資産評価額や運用商品のラインナップに
ついてもご確認いただけます。

 受取割合は、25％・50%・75%・100%のいずれかを
ご指定いただけます。商品ごとに年金と一時金の合計が
100%となるよう指定してください。すべて年金でのお受
け取りをご希望の場合は、年金を100%とし、一時金は
空欄のままにしてください。

次ページへつづく

上記（②-c）「お受け取り方法」の選択時に
『他の商品に預替後、運用しながら受け取る』を
選択した場合は、[選択]ボタンをクリックし、
預替を希望する商品の割合を指定してください。

入力画面でご希望の
商品にチェックを入
れて、合計が100％
になるよう割合をご
入力いただき､画面
下の［決定］ボタン
をクリックしてくだ
さい。

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）



４ 毎年の年金額を決定します。期間中、毎年均
等に受け取るか、年度ごとに受け取る金額を
指定するかを選択（ ）し、年度ごとに受
け取る金額を指定する場合には、その割合を
入力（ ）してください。

【例】
年金額：毎年６０万円、年２回（６・１２月）受取
受取予定期間：５年、裁定請求月：３月の場合

a

a

b

b
・「分割取崩型商品」とは、支給予定期間や支給回数に

より算出した年金額を、積立傷害保険や定期預金、投
資信託等の運用商品から、年金支払の都度、取り崩し
てお受け取りいただく方法のことをいいます。

・元本が保証されていない運用商品で年金をお受け取り
になる場合は、資産額の変動により、予定していた支
給期間や年金額を満たせなくなる可能性があります。

 で「年度ごとに金額を割合指定したい」をご選択された場合
のみ、 の割合を入力してください。

 画面上に表示される年金額は概算の金額であり、実際にお客
さまがお受け取りになる金額とは異なります。また、お支払いごと
にかかる税金や手数料等は考慮しておりません。

区分 『第１回目』の年金額

計算上の受取額 ６０万円÷２回＝３０万円

実際の受取額 ６０万円÷１２か月×２か月＝１０万円

 実際の受取額は、裁定請求月（３月）の翌月から
第１回目支給月の前月までの２か月分（４～５月
分）となります。

 受取予定期間の最終月（この例の場合は５年後の
３月）の翌月に残高を一括でお支払いいたします
ので、受取額の総額に影響はありません。

ここまでのご選択・ご入力内容が表示されま
す。内容をご確認の上、画面下の[ＯＫ ＞]
をクリックしてください。

５

５

[ＯＫ ＞］をクリックすると、トップメニューに
戻ります。

a

b

「年金額」に関するご留意事項

ご選択、ご入力完了後、[次へ ＞］をクリックして
ください。

ご指定いただいた「毎年の年金額」のうち『第１回目

にお支払いする年金額』は、老齢給付金の請求書類が

ＮＲＫに不備なく受け付けられた日の属する月(｢裁定

請求月｣といいます。)の翌月から第１回目の支給月の

前月までの期間分となります。

｢毎年の年金額｣を年間支給回数で割った額にならない

場合がありますので、あらかじめご了承ください。

（以下の【例】をご参照ください。）

次の手順、『 請求書類の作成』に進んでく
ださい。

５.

「分割取崩型商品」について

<ご参考>
「年金」をお受け取りいただく方法には、「分割取崩型商品｣
のほか、｢年金商品（あらかじめ､年金支払いのために用意
された商品を購入する方法）｣がありますが、ご加入のプラン
では「年金商品」を選択することはできません。



※10月ごろにこのお手続をされる場合は、請求書類の提出遅れ等
によりお支払いが遅れ、課税年が翌年にずれる可能性があります
ので、お早めにご返送ください。

※このお手続の実施以後は、資産の｢預替｣を行わないでください。
万一、[預替｣を行われた場合は、再度、請求書作成手続きを
行っていただく場合があります。

２ これまでにご選択、ご入力いただき登録され
た内容が表示されますので、内容を確認して
ください。
内容に問題がなければ、画面下の[ＯＫ ＞]
をクリックしてください。

「 請求書類の作成」の操作方法５.

１ [作成画面へ ＞]をクリックしてください。

１

２

この画面が表示されたらお手続は終了です。
今後のお手続の流れを確認してください。

<１> ご入力内容に基づいて作成された請求書類一式が
ご登録住所あてに簡易書留で郵送されます。

<２> お手元に届きましたら、各書類の印字内容を確認
してください。

<３> ｢印｣欄のある書類に押印(スタンプ印不可)の上、
マイナンバー確認書類等の必要書類と併せて返信
用封筒に入れてＮＲＫあて返送してください。

３ 前の画面で[ ＯＫ ＞]をクリックするとメッ
セージ画面が表示されます。

 「老齢給付金の請求書作成手続き」での、作成指示は
年間３回までとなっております。既に２回作成されている
場合は、メッセージ画面が表示されます。

作成を指示される場合
は、[ＯＫ]をクリックして
ください。

４

＜Ｗｅｂでのお手続・操作方法に関するお問い合わせ＞
ＮＲＫ給付コールセンター 0120-401-392（平日9~20時）

『退職所得の受給に関する申告書』の内容を確認
されたい場合は、「こちら」をクリックしてください。
（別画面が開きます。）

ａ

ａ

今後のお手続について

内容をご確認いただき
問題なければ[ＯＫ]を
クリックしてください｡

ご確認後は画面下の[メインメニュー]をクリック
し、メインメニューに戻って終了（ログアウト）
してください。



お手元に届く老齢給付金請求書類

書類等の名称

老齢給付金のお受取方法

一時金 年金
一時金＋年金

（併給）

確定拠出年金の給付金請求書類ご提出のお願い ○ ○ ○

裁定請求書（※１） ○ ○ ○

裁定請求書（商品選択一覧） － ○ ○

請求書の見方・書き方（※１） ○ ○ ○

退職所得の受給に関する申告書（※２） ○ － ○

申告書の見方（※２） ○ － ○

チェックリスト（※３） ○ ○ ○

老齢給付金のお受取方法（一時金、年金、一時金＋年金）に応じて、以下の請求書類（○印）
がお手元に届きます。

※１ お受取方法に応じて、「一時金」用、「年金、年金・一時金併給」用のうちのいずれかを送付いたします。

※２ 税金に関するお手続きにおいて、［申告書を提出する］を選択された場合に送付いたします。

※３ お受取方法に応じて、「一時金」用、「年金、年金・一時金併給（申告書あり）」「年金、年金一時金併給
（申告書なし）」のうちいずれかを送付いたします。

チェックリストは、請求書類のほか本人確認書類やマイナンバー確認書類等の必要書類についても、ご案内
しております。ご返送前に、ご提出書類の不足等がないかご確認ください。

20-A2G15-R15(個)

請求手続完了後にお送りする書類

老齢給付金の
お受取方法(※１) 書類等の名称 記載内容・備考

一時金 給付金支払のお知らせ

＊お支払金額、お支払予定日、送金先の金融機関
＊商品の売却結果明細
＊手数料の内訳
＊退職所得の源泉徴収票・特別徴収票

年 金

給付裁定結果のお知らせ
＊ご請求手続に基づく以下の各内容

運用指図結果、個人別管理資産の状況、年金計画、年金
支給開始後の注意事項

年金支払のお知らせ（※２）

＊お支払金額、お支払予定日、送金先の金融機関
＊商品の売却結果明細
＊手数料の内訳

公的年金等の源泉徴収票（※２） ＊毎年、年間のお支払分について、翌年１月の第１営業日を
作成日として作成いたします。

請求書類をご提出いただき、ＮＲＫにおける手続が完了しますと、以下の書類がお手元に届き
ます。内容をご確認の上、大切に保管してください。

※１ お受取方法が『年金＋一時金（併給）』の場合は、上記『年金』の書類に加え、｢給付金支払のお知らせ｣を送付
いたします。

※２ ｢公的年金等の源泉徴収票｣は毎年１回、｢年金支払いのお知らせ｣はお支払いの都度、継続して送付いたします。

加入者専用コールセンター ０１２０-４０１-８４１（無料）

平日（月～金） ９：００～２０：００
土日 ９：００～１７：００

（祝日・振替休日、年末年始等

は休業させていただきます。）
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